






























発症年齢は 62 歳から 84 歳で，平均 70.7 歳であ
り，部位は右 C 領域が 4 例と多かった（表 1）．病
期分類は Stage IIA が 4 例，IIB が 2 例であった（表
2）．フォローアップは4例にて可能で，6-102ヶ月で，
平均 61.5ヶ月であり，すべて疾患なく生存していた
（表 2）．細胞学的には細胞集塊は小〜中型が 6 例，
小型が 1 例であり，集塊の出方としてはすべての症
例において，角ばりを持つ集塊，円形集塊，孤在性







が 3 例，目立たないものが 4 例であった（表 4）．核
形不整は全体的に観察されたのは 1 例で，一部にの
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表 1．乳腺微小乳頭癌の臨床病理学的特徴 
症例 性 年齢 部位 リンパ管侵襲 リンパ節転移
1 女 68 左E ＋ ＋
2 女 57 左E ＋ ＋
3 女 78 右C ＋ ＋
4 女 62 右A ＋ －
5 女 84 右C － －
6 女 63 右C ＋ ＋
7 女 69 右C ＋ ＋
表 2．乳腺微小乳頭癌の臨床病理学的特徴 
症例 他成分 病期 フォロ アーップ（月） 治療 予後
1 IC,NOS IIA 不能 - -
2 IC,NOS IIIB 118 CT AWD, 肺
3 IC,NOS IIB 不能 - -
4 IC,NOS IIA 102 CRT,抗HER2 AWOD
5 IC,NOS,NC,MC IIA 97 CT AWOD
6 NC IIA 42 - AWOD
7 MC, SPC IIB 6 CT AWOD
IC, NOS, 通常型浸潤癌; NC,神経内分泌癌; MC,粘液癌; SPC,充実乳頭癌, CT,化学療法, CRT, 化学
放射線療法, AWD, 疾患を持ち生存; AWOD, 疾患なく生存 
表3．乳腺微小乳頭癌の細胞学的特徴 



































症例 核クロマチン 核小体 核形不整
1 粗 小 一部あり
2 粗 目立たず 一部あり
3 粗 目立たず あり
4 繊細 目立たず 一部あり
5 粗 小 一部あり
6 粗 目立たず 一部あり
























































CK20, TTF-1, estrogen receptor（ER）, WT-1, 
PAX8, mammaglobin を使用することが推奨されて
いる．尿路上皮発生のものでは uroplakin II, CK20
に陽性像，肺発生のものでは TTF-1 に陽性，乳腺
発生のものでは ER, mammaglobin に陽性，卵巣発
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